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緊急地震速報とは？
　地震は、Ｐ波と呼ばれる弱い揺れのあとＳ波と呼ばれる強い揺れが来ます。緊急地震速報は、このＰ波をとらえ地震の規模
や震源地を予測し、最大震度５弱以上と推測した時に強い揺れのＳ波が来る数秒から数十秒前に、テレビやラジオ、専用端末、
パソコン、携帯電話などで素早くお知らせするものです。
　震源に近いところでは、情報が間に合わなかったり、予測された震度に誤差を伴う限界もありますが、この情報を利用して
危険を回避したり、素早い避難行動をとることによって被害を軽減することが可能です。

どのように行動したらよいか？
　緊急地震速報を見たり聞いたりしたあと、強い揺れが来るまでわずかな時間しかないため、身を守ることを第一に、落ち着
いて行動することが大切です。また、万が一に備え訓練することも必要です。

（情報を聞いたときの具体的な行動例）

◆問い合わせ先
気象庁地震火山部管理課　
☎03‐3212‐8341
気象庁ホームページ
http://www.jma.go.jp/jma/index.html

気象庁リーフレットより

『火は見てる　あなたが離れる　その時を』
　11月９日～ 15日 秋季全国火災予防運動


